いまはかくおも〱しきほとによろつのとやかにおほししつめたる御ありさま
なれはたのみきこえさせ給へる人〱さま〱につけてみな思ふさまにさたま
りたゝよはしからてあらまほしくてすくし給ふたいのひめ君こそいとおしく思
ひのほかなる思ひそひていかにせむとおほしみたるめれかのけむかうかりしさ
まにはなすらふへきけはひならねとかゝるすちにかけても人の思ひよりきこゆ
へき事ならねは心ひとつにおほしつゝさまことにうとましとおもひきこえ給ふ
なに事をもおほししりにたる御よはひなれはとさまかうさまにおほしあつめつ
ゝはゝ君のおはせすなりにけるくちをしさもまたとりかへしおしくかなしくお
ほゆおとゝもうちいてそめ給ひてはなか〱くるしくおほせと人めをはゝかり
給ひつゝはかなき事をもえきこえ給はすくるしくもおほさるゝまゝにしけくわ
たり給ひつゝおまへの人とをくのとやかなるおりはたゝならすけしきはみきこ
え給ふことにむねつふれつゝけさやかにはしたなくきこゆへきにはあらねはた
ゝみしらぬさまにもてなしきこえ給ふ人さまのわらゝかにけちかくものしたま
へはいたくまめたち心し給へと猶をかしくあいきやうつきたるけはひのみみえ
給へり兵部卿宮なとはまめやかにせめきこえ給ふ御らうの程はいくはくならぬ
にさみたれになりぬるうれへをし給ひてすこしけちかきほとをたにゆるし給は
ゝ思ふ事をもかたはしはるけてしかなときこえ給へるをとのこらむしてなにか
はこの君たちのすき給はむはみところありなむかしもてはなれてなきこえ給ひ
そ御かへりとき〱きこえ給へとてをしへてかゝせたてまつりたまへといとゝ
うたておほえ給へはみたり心ちあしとてきこえ給はす人〱もことにやむこと
なくよせおもきなともおさ〱なしたゝはゝ君の御をちなりけるさい将はかり
の人のむすめにて心はせなとくちおしからぬかよにおとろへのこりたるをたつ
ねとり給へるさい将の君とててなともよろしくかきおほかたもおとなひたる人
なれはさるへきおり〱の御かへりなとかゝせたまへはめしいてゝことはなと
の給ひてかゝせ給ふものなとのた給ふさまをゆかしとおほすなるへしさうしみ
はかくうたてあるものなけかしさの後はこの宮なとはあはれけにきこえ給ふと
きはすこしみいれ給ふ時もありけりなにかとおもふにはあらすかく心うき御け
しきみぬわさもかなとさすかにされたるところつきておほしけりとのはあいな
くをのれ心けさうして宮をまちきこえ給ふもしり給はてよろしき御かへりのあ
るをめつらしかりていとしのひやかにおはしましたりつまとのまに御しとねま
いらせてみき丁はかりをへたてにてちかきほとなりいといたう心してそらたき
もの心にくきほとにゝほはしてつくろひおはするさまおやにはあらてむつかし
きさかしら人のさすかにあはれにみえたまふさい将の君なとも人の御いらへき
こえむ事もおほえすはつかしくてゐたるをむもれたりとひきつみ給へはいとわ
りなし夕やみすきておほつかなき空のけしきのくもらはしきにうちしめりたる
宮の御けはひもいとえむなりうちよりほのめくおひかせもいとゝしき御にほひ
のたちそひたれはいとふかくかほりみちてかねておほしゝよりもおかしき御け
はひを心とゝめたまひけりうちいてゝ思ふ心のほとをの給ひつゝけたることの
はおとな〱しくひたふるにすき〱しくはあらていとけはひことなりおとゝ
いとおかしとほのきゝおはすひめ君はひんかしおもてにひきいりておほとのこ
もりりにけるをさい将の君の御せうそこつたへにゐさりいりたるにつけていと
あまりあつかはしき御もてなしなりよろつのことさまにしたかひてこそめやす
けれひたふるにわかひ給ふへきさまにもあらすこの宮たちをさへさしはなちた
る人つてにきこえ給ましきことなりかし御こゑこそおしみ給ふともすこしけち
かくたにこそなといさめきこえ給へとゐとわりなくてことつけてもはいゝり給
ぬへき御心はへなれはとさまかうさまにわひしけれはすへりいてゝもやのきは
なるみき丁のもとにかたはらふし給へるなにくれとことなかき御いらへきこえ
給ふこともなくおほしやすらふによりたまひてみき丁のかたひらをひとへうち
かけ給ふにあはせてさとひかるものしそくをさしいてたるかとあきれたりほた
るをうすきかたにこのゆふつかたいとおほくつゝみをきてひかりをつゝみかく
し給へりけるをさりけなくとかくひきつくろふやうにてにわかにかくけちえむ
にひかれるにあさましくてあふきをさしかくし給へるかたはらめいとおかしけ
なりおとろかしきひかりみえは宮ものそき給なむわかむすめとおほすはかりの
おほえにかくまてのたまふなめり人さまかたちなといとかくしもくしたらむと
はえをしはかり給はしいとよくすき給ひぬへき心まとはさむとかまへありき給
ふなりけりまことのわかひめ君をはかくしもゝてさはき給はしうたてある御心
なりけりこと方よりやをらすへりいてゝわたり給ひぬ宮は人のおはするほとさ
はかりとをしはかり給ふかすこしけちかきけはひするに御心ときめきせられ給
ひてえならぬうすものゝかたひらのひまよりみいれ給へるにひとまはかりへた
てたるみわたしにかくおほえなきひかりのうちほのめくをおかしとみたまふ程
もなくまきらはしてかくしつされとほのかなるひかりえむなることのつまにも
しつへくみゆほのかなれとそひやかにふし給へりつるやうたいのおかしかりつ
るをあかすおほしてけにこのこと御心にしみにけり
　　なくこゑもきこえぬむしの思ひたに人のけつにはきゆるものかはおもひし
り給ひぬやときこえ給ふかやうの御かへしを思まはさむもねちきたれはときは
かりをそ
　　声はせて身をのみこかすほたるこそいふよりまさるおもひなるらめなとは
かなくきこえなして御みつからはひきいり給ひにけれはいとはるかにもてなし
給ふうれはしさをいみしくうらみきこえ給ふすきすきしきやうなれはゐたまひ
もあかさてのきのしつくもくるしさにぬれ〱よふかくいて給ひぬほとゝきす
なとかならすうちなきけむかしうるさけれはこそきゝもとめね御けはひなとの
なまめかしさはいとよくおとゝの君ににたてまつり給へりと人〱もめてきこ
えけりよへいとめおやたちてつくろひ給ひし御けはひをうち〱はしらてあは
れにかたしけなしとみないふひめ君はかくさすかなる御けしきをわか身つから
のうさそかしおやなとにしられたてまつりよのひとめきたるさまにてかやうな
る御心はへならましかはなとかはいとにけなくもあらまし人にゝぬありさまこ
そつゐによかたりにやならむとおきふしおほしなやむさるはまことにゆかしけ
なきさまにはもてなしはてしとおとゝはおほしけりなをさる御心くせなれは中
宮なともいとうるはしくや思ひきこえ給へることにふれつゝたゝならすきこえ
うこかしなとし給へとやむことなき方のをよひなくわつらはしさにおりたちあ
らはしきこえより給はぬをこの君は人の御さまもけちかくいまめきたるにをの
つからおもひしのひかたきにおり〱人みたてまつりつけはうたかひおひぬへ
き御もてなしなとはうちましるわさなれとありかたくおほしかへしつゝさすか
なる御なかなりけり五日にはむまはのおとゝにいて給けるついてにわたり給へ
りいかにそや宮は夜やふかし給ひしいたくもならしきこえしわつらはしきけそ
ひ給へる人そやひとの心やふりものゝあやまちすましき人はかたくこそありけ
れなといけみころしみいましめおはする御さまつきせすわかくきよけにみえ給
つやも色もこほるはかりなる御そになをしはかなくかさなれるあはひもいつこ
にくはゝれるきよらにかあらむこのよの人のそめいたしたるとみえすつねの色
もかへぬあやめもけふはめつらかにおかしくおほゆるかほりなとも思ふ事なく
はおかしかりぬへき御ありさまかなとひめ君おほす宮より御ふみありしろきう
すやうにて御てはいとよしありてかきなし給へりみるほとこそおかしけれまね
ひいつれはことなることなしや
　　けふさへやひく人もなきみかくれにおふるあやめのねのみなかれんためし
にもひきいてつへきねにむすひつけ給へれはけふの御かへりなとそゝのかしを
きていて給ひぬこれかれもなをときこゆれは御心にもいかゝおほしけむ
　　あらはれていとゝあさくもみゆるかなあやめもわかすなかれけるねのわか
〱しくとはかりほのかにそあめるてをいますこしゆへつけたらはと宮はこの
ましき御心にいさゝかあかぬことゝみたまひけむかしくすたまなとえならぬさ
まにて所〱よりおほかりおほししつみつるとしころのなこりなき御ありさま
にてこゝろゆるひ給ふ事もおほかるにおなしくは人のきすつくはかりのことな
くてもやみにしかなといかゝおほさゝらむとのはひむかしの御方にもさしのそ
き給ひて中将のけふのつかさのてつかひのついてにをのこともひきつれてもの
すへきさまにいひしをさる心し給へまたあかきほとにきなむものそあやしくこ
ゝにはわさとならすしのふることをもこのみこたちのきゝつけてとふらひもの
し給へはをのつからこと〱しくなむあるをようゐしたまへなときこえ給ふむ
まはのおとゝはこなたのらうよりみとおすほととをからすわかき人〻わたとの
ゝとあけてものみよや左のつかさにいとよしある官人おほかるころなりせう
〱の殿上人におとるましとのたまへはものみむことをいとおかしとおもへり
たいの御方よりもわらはへなとものみにわたりきてらうのとくちにみすあをや
かにかけわたしていまめきたるすそこのみき丁ともたてわたしわらはしもつか
へなとさまよふさうふかさねのあこめふたあひのうすものゝかさみきたるわら
はへそにしのたいのなめるこのましくなれたるかきり四人しもつかへはあふち
のすそこの裳なてしこのわかはのいろしたるからきぬけふのよそひともなりこ
なたのはこきひとかさねになてしこかさねのかさみなとおほとかにてをの〱
いとみかほなるもてなしみところありわかやかなる殿上人なとはめをたてゝけ
しきはむひつしの時にむまはのおとゝにいて給ひてけにみこたちおはしつとひ
たりてつかひのおほやけことにはさまかはりてすけたちかきつれまいりてさま
ことにいまめかしくあそひくらし給ふ女はなにのあやめもしらぬことなれとと
ねりともさへえむなるさうそくをつくして身をなけたるてまとはしなとをみる
そおかしかりけるみなみのまちもとをしてはる〱とあれはあなたにもかやう
のわかき人ともはみけり打毬楽らくそむなとあそひてかちまけのらさうともの
ゝしるもよにいりはてゝなに事もみえすなりはてぬとねりとものろくしな〱
給はるいたくふけてひとひとみなあかれ給ひぬおとゝはこなたにおほとのこも
りぬ物かたりなときこえ給て兵部卿宮の人よりはこよなくものし給かなかたち
なとはすくれねとようゐけしきなとよしありあいきやうつきたる君なりしのひ
てみたまひつやよしといへとなをこそあれとのたまふ御おとうとにこそものし
給へとねひまさりてそみえ給ひけるとしころかくおりすくさすわたりむつひき
こえ給ふときゝ侍れとむかしの内わたりにてほのみたてまつりし後おほつかな
しかしいとよくこそかたちなとねひまさり給ひにけれそちのみこよくものした
まふめれとけはひおとりておほ君けしきにそものし給ひけるとのたまへはふと
みしりたまひにけりとおほせとほゝゑみてなをあるをよしともあしともかけ給
はす人のうへをなむつけおとしめさまの事いふ人をはいとおしきものにしたま
へは右大将なとをたに心にくき人にすめるをなにはかりかはあるちかきよすか
にてみむはあかぬ事にやあらむとみたまへとことにあらはしてものたまはすい
まはたたおほかたの御むつひにておましなともこと〱にておほとのこもるな
とてかくはなれそめしそと殿はくるしかり給ふおほかたなにやかやともそはみ
きこえ給はてとしころかくおりふしにつけたる御あそひともを人つてにみきゝ
給ひけるにけふめつらしかりつることはかりをそこのまちのおほえきら〱し
とおほしたる
　　そのこまもすさめぬ草となにたてるみきはのあやめけふやひきつるとおほ
とかにきこえ給なにはかりの事にもあらねとあはれとおほしたり
　　にほとりにかけをならふるわかこまはいつかあやめにひきわかるへきあい
たちなき御事ともなりやあさゆふのへたてあるやうなれとかくてみたてまつる
は心やすくこそあれたはふれ事なれとのとやかにおはする人さまなれはしつま
りてきこえなし給ふゆかをはゆつりきこえ給ひてみき丁ひきへたてゝおほとの
こもるけちかくなとあらむすちをはいとにけなかるへきすちに思ひはなれはて
きこえ給へれはあなかちにもきこえ給はすなかあめれいのとしよりもいたくし
てはるゝかたなくつれ〱なれは御方〱ゑものかたりなとのすさひにてあか
しくらし給ふあかしの御かたはさやうのことをもよしありてしなし給てひめ君
の御方にたてまつり給ふにしのたいにはましてめつらしくおほえ給ことのすち
なれはあけくれかきよみいとなみおはすつきなからぬわか人あまたありさま
〱にめつらかなる人のうへなとをまことにやいつはりにやいひあつめたる中
にもわかありさまのやうなるはなかりけりとみたまふすみよしのひめ君のさし
あたりけむおりはさるものにていまのよのおほえもなを心ことなめるにかそへ
のかみかほと〱しかりけむなとそかのけむかゆゝしさをおほしなすらへ給ふ
とのもこなたかなたにかゝるものとものちりつゝ御めにはなれねはあなむつか
し女こそものうるさからす人にあさむかれむとむまれたるものなれこゝらのな
かにまことはいとすくなからむをかつしる〱かゝるすゝろ事に心をうつしは
かられ給ひてあつかはしきさみたれのかみのみたるゝもしらてかき給ふよとて
わらひ給ものからまたかゝるよのふる事ならてはけになにをかまきるゝことな
きつれつれをなくさめましさてもこのいつはりとものなかにけにさもあらむと
あはれをみせつき〱しくつゝけたるはたはかなしことゝしりなからいたつら
に心うこきらうたけなるひめ君のものおもへるみるにかた心つくかしまたいと
あるましき事かなとみる〱おとろ〱しくとりなしけるかめおとろきてしつ
かにまたきくたひそにくけれとふとおかしきふしあらはなるなともあるへしこ
のころおさなき人の女はうなとに時〱よまするをたちきけはものよくいふも
のゝよにあるへきかなそらことをよくしなれたるくちつきよりそいひいたすら
むとおほゆれとさしもあらしやとのたまへはけにいつはりなれたる人やさま
〱にさもくみ侍らむたゝいとまことのことゝこそ思ふ給へられけれとてすゝ
りをゝしやり給へはこちなくもきこえおとしてけるかな神よゝり世にあること
をしるしをきけるなゝり日本記なとはたゝかたそはそかしこれらにこそみち
〱しくくはしき事はあらめとてわらひ給ふその人のうへとてありのまゝにい
ひいつる事こそなけれよきもあしきも世にふる人のありさまのみるにもあかす
きくにもあまることを後の世にもいひつたへさせまほしきふし〱を心にこめ
かたくていひをきはしめたるなりよきさまにいふとてはよき事のかきりえりい
てゝ人にしたかはむとては又あしきさまのめつらしき事をとりあつめたるみな
かたかたにつけたるこのよのほかのことならすかし人のみかとのさえつくりや
うかはるおなしやまとのくにのことなれはむかしいまのにかはるへしふかきこ
とあさき事のけちめこそあらめひたふるにそら事といひはてむもことの心たか
ひてなむありけるほとけのいとうるはしき心にてときをき給へる御法もはうへ
むといふ事ありてさとりなきものはこゝかしこたかふうたかひをゝきつへくな
んはうとう経の中におほかれといひもてゆけはひとつむねにありてほたいとほ
むなうとのへたゝりなむこの人のよきあしきはかりの事はかはりけるよくいへ
はすへてなに事もむなしからすなりぬやとものかたりをいとわさとのことにの
たまひなしつさてかゝるふる事の中にまろかやうにしほうなるしれものゝ物語
はありやいみしくけとをきものゝひめ君も御心のやうにつれなくそらおほめき
したるはよにあらしないさたくひなきものかたりにして世につたへさせんとさ
しよりてきこえ給へはかほゝひきいれてさらすともかくめつらかなる事はよか
たりにこそはなり侍ぬへかめれとのたまへはめつらかにやおほえ給けにこそま
たなき心ちすれとてよりゐたまへるさまいとあされたり
　　思ひあまりむかしのあとをたつぬれとおやにそむけるこそたくひなきふけ
うなるはほとけのみちにもいみしくこそいひたれとのたまへとかほもゝたけ給
はねは御くしをかきやりつゝいみしくうらみ給へはからうして
　　ふるきあとをたつぬれとけになかりけりこのよにかゝるおやの心はときこ
え給も心はつかしけれはいといたくもみたれ給はすかくしていかなるへき御あ
りさまならむゝらさきのうへもひめ君の御あつらへにことつけて物かたりはす
てかたくおほしたりくまのゝものかたりのゑにてあるをいとよくかきたるゑか
なとてこらむすちゐさき女君のなに心もなくてひるねしたまへる所をむかしの
ありさまおほしいてゝ女君はみたまふかゝるわらはとちたにいかにされたりけ
りまろこそなをためしにしつへく心のとけさは人にゝさりけれときこえいて給
へりけにたくひおほからぬ事ともはこのみあつめ給へりけりかしひめ君の御ま
へにてこのよなれたるものかたりなとなよみきかせ給ひそみそか心つきたるも
のゝむすめなとはおかしとにはあらねとかゝる事よにはありけりとみなれ給は
むそゆゝしきやとのたまふもこよなしとたいの御方きゝ給はゝ心をき給ひつへ
くなむうへ心あさけなる人まねともはみるにもかたはらいたくこそうつほのふ
ちはら君のむすめこそいとおもりかにはか〱しき人にてあやまちなかめれと
すくよかにいひいてたる事もしわさも女しき所なかめるそひとやうなめるとの
たまへはうつゝの人もさそあるへかめるひと〱しくたてたるおもむきことに
てよきほとにかまへぬやよしなからぬおやの心とゝめておほしたてたる人のこ
めかしきをいけるしるしにてをくれたる事おほかるはなにわさしてかしつきし
そとおやのしわさゝへおもひやらるゝこそいとをしけれけにさいへとその人の
けはひよとみえたるはかひありおもたゝしかしことはのかきりまはゆくほめを
きたるにしいてたるわさいひいてたることのなかにけにとみえきこゆる事なき
いとみをとりするわさなりすへてよからぬ人にいかてひとほめさせしなとたゝ
このひめ君のてむつかれ給ふましくとよろつにおほしのたまふまゝはゝのはら
きたなきむかしものかたりもおほかるを此比心みえに心つきなしとおほせはい
みしくえりつゝなむかきとゝのへさせゑなとにもかゝせ給ひける中将の君をこ
なたにはけとをくもてなしきこえ給へれとひめ君の御方にはさしもさしはなち
きこえ給はすならはし給ふわかよの程はとてもかくてもおなしことなれとなか
らむよを思ひやるになをみつきおもひしみぬる事ともこそとりわきてはおほゆ
へけれとてみなみおもてのみすのうちはゆるし給へりたいはむ所女はうのなか
はゆるし給はすあまたおはせぬ御なからひにていとやむことなくかしつききこ
え給へりおほかたの心もちゐなともいともの〱しくまめやかにものし給ふき
みなれはうしろやすくおほしゆつれりまたいはけたる御ひゝなあそひなとのけ
はひのみゆれはかの人のもろともにあそひてすくしゝとし月のまつ思ひいてら
るれはひゐなのとのゝみやつかへいとよくし給ひており〱にうちしほたれ給
けりさもありぬへきあたりにははかなしことものたまひふるゝはあまたあれと
たのみかくへくもしなさすさるかたになとかはみさらむと心とまりぬへきをも
しゐてなをさり事にしなしてなをかのみとりのそてをみえなをしてしかなと思
ふ心のみそやむことなきふしにはとまりけるあなかちになとかゝつらひまとは
ゝたふるゝ方にゆるし給ひもしつへかめれとつらしとおもひしおり〱いかて
人にもことはらせたてまつらむとおもひをきしわすれかたくてさうしみはかり
にはをろかならぬあはれをつくしみせておほかたにはいられおもへらすせうと
の君たちなともなまねたしなとのみおもふことおほかりたいのひめ君の御あり
さまを右中将はいとふかく思ひしみていひよるたよりもいとはかなけれはこの
君をそかこちよりけれとひとのうへにてはもとかしきわさなりけりとつれなく
いらへてそものし給ひけるむかしのちゝおとゝたちの御なからひににたり内の
おとゝは御こともはら〱いとおほかるにそのおひいてたるおほえ人からにし
たかひつゝ心にまかせたるやうなるおほえ御いきほひにてみなゝしたて給ふ女
はあまたもおはせぬを女御もかくおほしゝことのとゝこほり給ひひめ君もかく
ことたかふさまにてものしたまへはいとくちおしとおほすかのなてしこをわす
れ給はすものゝおりにもかたりいて給ひしことなれはいかになりにけむものは
かなかりけるおやの心にひかれてらうたけなりしひとを行ゑしらすなりにたる
ことすへて女こといはむものなんいかにもいかにもめはなつましかりけるさか
しらにわかこといひてあやしきさまにてはふれやすらむとてもかくてもきこえ
いてこはとあはれにおほしわたる君たちにもゝしさやうなるなのりする人あら
はみゝとゝめよ心のすさひにまかせてさるましき事もおほかりし中にこれはい
としかをしなへてのきはにもおもはさりし人のはかなきものうむしをしてかく
すくなかりけるものゝくさはひひとつをうしなひたることのくちおしき事とつ
ねにのたまひいつなかころなとはさしもあらすうちわすれ給ひけるを人のさま
〱につけておんなこかしつきたまへるたくひともにわかおもほすにしもかな
はぬかいと心うくほいなくおほすなりけり夢みたまひていとよくあはするもの
めしてあはせ給ひけるにもしとしころ御心にしられ給はぬ御こを人のものにな
してきこしめしいつることやときこえたりけれは女この人のこになる事はおさ
おさなしかしいかなる事にかあらむなとこのころそおほしのたまふへかめる